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地域自主戦略交付金事業
林道ホラ谷立里線

野迫川村（建設課）

１．再評価対象事業一覧表

２．事業評価項目一覧表

３．説明資料



平成24年度　再評価対象事業一覧表（第 4 回委員会）

種別 補助事業名 河川・道路名等 事業区間
事業採択

年度
用地着手

年度
工事着手

年度
全体事業費
(百万円)

総投資額
H23年度末
(百万円)

事業概要
（事業進捗状況等）

対応方針
(案)

林道
地域自主戦
略交付金

ホラ谷立里線 野迫川村北股 Ｈ１３ Ｈ１４ 2,120 770
路線延長：８，２００ｍ
進捗率：３１．４％

継続



事業評価項目一覧表

事 業 名 地域自主戦略交付金 事業主体 野迫川村

河川･道路名等 ホラ谷立里線 事業箇所 野迫川村北股

評 価 項 目 及 び 評 価 内 容

事業の目的及び必要性

□目的

森林施業の推進、林業生産性の向上及び保育作業の労働条件緩和を図る。

□必要性

長期にわたり、森林の整備を行う必要があるため。

事業策定の経緯

□当時の状況

利用区域内の路網が未整備のため、森林施業が遅れている。

作業員は保育等の森林整備に徒歩通勤を余儀なくされ、作業効率が悪く、大き

な負担となっていた。

□着手までの経緯

森林整備、木材搬出のため、平成１４年度より着手。

地元住民及び森林所有者の強い要望があった。

事業の効果(費用対効果や施策的な効果など)

□計画時の効果

森林整備の推進と山林への通勤時間の短縮と安全を図る。

□現時点の効果 （費用対効果：１．０８）

森林の保育作業が推進され、計画も立案されている。

事業の進捗状況(着手時からの社会経済情勢の変化、事業の問題点、克服度など)

□進捗状況

平成２３年度末の進捗率は３１．４％（完成2,576m / 計画8,200m）

□執行の遅延及び原因

村の財政状況が厳しく、必要な事業費が確保できなかった。また紀伊半島大水

害を始めとする大雨によって既設路線が被災し、工事期間が十分に確保できな

かった。

事業進捗の見込み

□進捗の対策

先線の尾根部については開設単価の縮減や施工効率の向上が見込める。

□進捗の見込み

尾根部にあたる４，４２４ｍは、単年度での開設延長は既設路線部分と比べ、

進捗の伸びが期待できることから平成３３年度の全線開通としたい。

事業の対策

平成３３年度の全線開通を目標に早期の事業完了を目指す。

その他

□関係機関等の意向

地元住民、森林組合より早期完成の要望がある。

□関連事業の有無

無し
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１．路線の現況
２．事業効果
３．今後の方針

林道ホラ谷立里線
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②前回事業評価時の計画（Ｈ１８）１．路線の現況 （１）全体計画

幅員を3.5mに

縮小

進捗率
1,772／8,200

21.6％

既設延長
Ｌ=1,400ｍ

新設延長
Ｌ=8,200ｍ

変更

１工区

起点

２工区

終点

人工林割合が
多い、２工区側
に重点投資

変更

残延長

6,428ｍ

H14～18 1工区
877m完成

H14～18 2工区
895m完成

林相図

人工林

天然林

２

全路線延長
Ｌ=9,600ｍ
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進捗率
2,576／8,200

31.4％

１工区

起点

２工区

終点

残延長
５，６２４ｍ

事業進捗の遅れ

③事業進捗状況（Ｈ１９～Ｈ２３）１．路線の現況 （１）全体計画

新設延長
Ｌ=8,200ｍ

○豪雨災害による既設
路線の復旧工事

○前回事業評価以降の
村の財政状況の悪化

Ｈ１９～Ｈ２３ 1工区
８０４m完成
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人工林６０年生以下

人工林６１年生以上

天然林

人工林計

２５７．４７ha ５３％

出典）奈良県林業振興課資料

229.22ha 
47%

46.22ha  
9%

211.25ha 
43%

その他
1.14ha
0.2%

①森林資源の内訳１．路線の現況 （２）森林資源の概要
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ホラ谷立里線　人工林　齢級別面積

0.0 0.0
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面
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～

１２齢級以下
２１１．２５ha
８２．０％

１３齢級以上
４６．２２ha
１８．０％

出典）奈良県林業振興課資料

１２齢級（６０年生）以下は間伐等の密度管理が必要

１．路線の現況 （２）森林資源の概要 ②人工林齢級別面積
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２．事業効果

（１）林業施業の推進
（２）費用対効果について
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２．事業効果 （１）林業施業の推進 ①間伐実績（Ｈ１４以降）

事業開始（Ｈ１４）
以降の間伐実績

天然林

間伐実施予定人工林

間伐実施済人工林

出典）奈良県森林整備課資料

整備済道路の周辺で
着実に間伐が
実施されている
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２．事業効果 （１）林業施業の推進 ②間伐実施事例

間伐前の山林 間伐後の山林
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（２）費用対効果について２．事業効果

○総 費 用 ： ２，２１０百万円
○総 便 益 ： ２，３９１百万円

総便益額のうち、主な効果

木材生産便益
１９２百万円

森林整備経費
縮減等便益

１，４３７百万円

一般交通便益
１４４百万円

災害等軽減便益
６１８百万円

【参考】
前回評価時(H18)
B/C＝1.33

※費用対効果について林野庁の定める「林野公共事業における事前評
価マニュアル」を適用

費用対効果
（Ｂ／Ｃ） ＝ １．０８
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（１）全体計画の見直し
（２）コスト縮減
（３）紀伊半島大水害からの復旧・復興

３．今後の方針
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３．今後の方針 （１）全体計画の見直し

当初計画最終年度（Ｈ２８）までに
人工林の多い地域に
幅員３．５ｍの道路を整備

Ｗ＝３．５ｍ
Ｌ＝１，２００ｍ
Ｈ２４～Ｈ２８

Ｗ＝３．５ｍ
Ｌ＝４，４２４ｍ
Ｈ２９～Ｈ３３ 大部分が尾根部のため、既設路

線と比べ、開設単価の縮減及び
施工効率の向上が期待できる
Ｈ３３の全線開通を目指す

前回計画

事業期間 Ｈ１４～Ｈ２８

開設延長 ８，２００ｍ

全体事業費 3,037,000千円

計画見直し

事業期間 Ｈ１４～Ｈ３３

開設延長 ８，２００ｍ

全体事業費 2,120,530千円

１工区

起点

２工区

終点

人工林６０年生以下

人工林６１年生以上

天然林
11
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開設単価の推移（千円／ｍ）

317 326 317

251

289
314

289
307

194

0

250

500

H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

３．今後の方針 （２）コスト縮減の取組

●平成１９年度から幅員を４．０ｍから３．５ｍに縮小 → 引き続き実施

２９４千円／ｍ

２７９千円／ｍ

●効率的な線形の採用、構造物の経済比較の徹底 → 引き続き実施

●平成２９年度以降の事業区間は尾根部のため、開設単価の縮減が可能
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３．今後の方針 （３）紀伊半島大水害からの復旧・復興！

被災路線数 １５路線

被災箇所数 ３３箇所

被災延長 １，７８７ｍ

被害金額 ３０５，２３１千円

紀伊半島大水害による

村内の林道被災状況

1３
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３．今後の方針 （３）紀伊半島大水害からの復旧・復興！

当林道の既設路線も大きな被害を受けましたが村の基幹的な林道として開
設事業中であり、災害復旧工事を実施し、事業の進捗を図っています。

1４
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野迫川村では「安全・安心で、夢が語れる、夢が持てる村づくり」をスローガンとし、
昨年の紀伊半島大水害からの復旧・復興に全力で取り組んでいます。

林道ホラ谷立里線の事業実施区域は今後も施業可能な人工林が多く存在
するため、重要産業である林業の振興に大きく貢献します。

林業の振興による本村の復旧復興へと繋がることから、地元住民や関係者
は早期全線開通を強く願っています。

林道ホラ谷立里線の全線開通に向け、事業を継続してまいります。

復興住宅 支援者との交流

（３）紀伊半島大水害からの復旧・復興！３．今後の方針
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